
BADS 臨床整理・共有メモ
正式検査・DEX・生活情報を整理 / 公式評価用紙ではありません

本紙はBADSの実施・採点用紙ではありません。正式検査は正規資料に従い、結果と解釈に必要な情報を整理しま
す。DEXの質問項目や換算表は含みません。

氏名・ID：________________ 日時：____________ 評価者：____________

01　本人・家族が困っている活動

場面・目標／具体的に止まる・抜ける・繰り返す行動／普段の援助と情報源

02　実施条件と結果の参照先

版・実施範囲／理解・記憶・視覚・運動・疲労／中断・未実施と理由

正式原票の参照箇所／得点の種類と分類／補助・標準条件からの変更

03　課題中に観察したこと

計画・開始／規則の保持／切り替え／時間配分／自己修正／保たれた行動

04　DEXと生活情報の照合

本人・他者の評定を別記／他者の続柄・観察場面／一致・相違の具体例

合計プロフィール得点、年齢補正した標準化得点、DEXを混同しない。点数の差だけで気づきの障害を断定せず、実際の活動と支援量
を確認する。
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BADS 臨床整理・共有メモ
生活場面での追加観察と支援 / 正式な成績とは分けて記録

01　生活で確かめる仮説

活動・場所・時間帯／本人の予測／観察したい行動／安全に行える条件

02　支援を変えたときの反応

具体的な支援・条件 本人の行動・残った困難・必要な促し

目標・工程を見える形にする

時間・残りの作業を確認する

終了条件・振り返りを設ける

上記は支援の例であり、一律に実施する手順ではありません。何を変えたかを明記し、支援後の成功を補助なしの正式得点へ置き換え
ません。

03　目標と再確認

具体的な達成基準／時間・抜け・促しの数／本人が自分で使える支援

家族・チームで共有すること／別の場面で確かめる日・担当者

04　申し送り前の確認

□ 得点の種類、実施条件、未実施の理由を明記した。

□ DEXの本人評定と他者評定を分け、具体例を確認した。

□ 検査の成績だけで生活の自立・復職の可否を決めていない。

□ 本人の目標と、生活で支援の効果を確かめる方法を共有した。

正規資料：学研メディカル秀潤社 検査案内 ／ 参考：用稲丈人，他．高次脳機能研究．2009;29:247–255.
doi:10.2496/hbfr.29.247
独自の臨床共有メモで、標準化された尺度ではありません。開発者・出版社の監修や承認を意味しません。
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https://gakken-mesh.jp/inspection/
https://doi.org/10.2496/hbfr.29.247


